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コンニャクの 1年生栽培における黄化症対策について
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1 緒     言

コンニャクの栽培は売玉を得るまで通常 3年間を要し,

1年目及び 2年目は種球の生産になる。その種球生産の出

発点として重要な 1年生栽培では,葉色が退色して黄化す

る症状が県内産地一円に多く発生している。これらの症状

には要素欠乏症状には属さない黄化症状 (以下黄化症とい

う)が比較的多 く,球茎の肥大を著しく阻書し栽培上大き

な問題となっている。

本研究では,黄イヒ症対策として,土壌消毒,種球の大き

さ,種球消毒及び土壌改良の 4要因について要因実験を行

いその効果について検討したので報告する。

2試 験 方 法

試験区の構成は表 1の とおりで,当センターの北台圃場

(褐色森林土 ,植壌土 )で実施した。土壌消毒は 4月 30日

にクロールピクリンを 3当たり4ι 灌注 し, ポリフィルム

被覆後 5月 15日 にガス抜 きを行った。種球消毒は植付直前

にベンレートT水和剤 20を使用 し種球重の 02%量 で粉衣

表 2 供試条件 と黄化症発生度 ,生育及び球茎収量

した。土壌改良は燐酸吸収係数 5%相当量の燐酸を 熔燐と

過石 4対 1で施用した。供試種球は在来種 1年生 (生子 )

で,1球平均重は大が
'6′
,小は587で あった。植付けは

5月 28日 で,肥料は全量基肥とし, a当 たり成分量で窒素

144,燐 酸 12及び加里 18″ を施した。植付様式は畦FF5 60

m,条間lSm 2条 ,株間 15鍬の千鳥植(217彰イ)と した。

培土は 6月 12日 に行い, 4 6式 ボルドー液等により腐敗

病等の防除を6回実施し,10月 26日 に収穫した。

表 : 試験区の構成

3試 験 結 果

1 出芽及び開葉

出芽及び開葉期は,種球の大区が小区よりそれぞれ 4

及び 2日 ,種球消毒有区は無区より共に 2日 早まった
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が,土壊消毒と―In改良の有無にはそれぞれ差がなかつた

(表 3)。

2 黄化症の発生
黄化症の発生は例年と同様に ,開葉後の 7月 下旬から8

月中旬にかけてみられ,被害の甚しいものは葉身が黄自化

し先端部が枯死 した。また根部に根腐症状を併発している

ものもあり,黄化症状の著しいものは倒伏に至 った。一方 ,

症状が軽度な場合は,症状の進行が停止し,葉の縁が枯死

したまま,中心部に緑色を残して成熟期となった。
黄化症とさらにその症状の進んだ葉縁枯死の発生度は,

いずれも各要因の有 CO水準区て低 く,その軽減の程度は
種球の大区 ,土壊消毒有区 .種球消毒有区 ,土壌改良有区

の順に大きく,それぞれ 221.186,107及 び 67%減少
した (表 2,表 3及び図 1)。

3 生育及び球茎収量
地上部の生育は,葉柄直径,葉柄長及び葉身長などすべ

ての形質について各要因の有(ラ0水準区が勝り,中でも種

球の大区は小区に比べて旺盛な生育を示した。3当たり球

茎収量も共に各要因の有 Cヽ )水準区が多く,その増収程度

表 3 各要因の水準と黄化症発生度 ,生育
及び球茎収量

各要因の水準と黄化症発生度及び
a当たり球茎収量 (指数 )

は,種球の大区,土壊消毒有区 ,種球消毒有区,土壌改良

有区の順に大きく,これは,黄化症の発生の軽減程度と全

く■致し,それぞれ 589,382,276及び 46%増加した

(表 2,表 3及び図 1)。

4 考     察

黄化症対策に関する研究は,加藤らが昭和48年より実施

してきており,根伸長及び根機能の好適条件下で発生が少

ないことから,土壌微生物など何 らかの土壌環境要因が関

与していることを示唆している 1な その後黄化症株の根の

褐変部から分離したピシューム, リツクトニア及びフザリ

ウム属菌と黄化症との関係についても検討されたが,そ の

結果では関連性は明らかになっていない。本研究では土壌

消毒が黄化症の発生を軽減し,球茎収量を増加させる効果

の高いことが確認されているので,この結果からしてもや

はり何 らかの土壌病原菌力影 響 しているものと考えられる。

種球の素質については,今後の研究に待つところが大き

いが ,種球の大きいものは明らかに黄化症の発生を少なく

し,その効果は4要因中最も高いことから,10夕以上ので

きるだけ大きtt子 を数多く着生させるための栽培法を確
立することが,非常に重要なことと思われる。

種球の消毒は,主たる目的は乾腐病防除にあり,罹病イ

モ率が低下し,その効果が認められた。また初期生育が早

まるなど正常な生育を助長したことにより,=次的に黄化
症の発生を軽減したものと考えられる。

本研究では,土襲改良については,リ ン酸の富化につい

てのみ実施し,一応の効果は認められたものの, 4要因の

中で有無間の差が最も小さく,さ らに改良の方法について

検討する必要がある。

5摘

コンニャクの種球生産において重要な 1年生栽培では,

葉色が退色して黄化する症状 (黄イヒ症 )が多く発生 してお

り,球茎の肥大を阻害している。この対策として土壌消毒 ,

種球の大きさ,種球消毒及び土壌改良の 4要因について検

討した。その結果,土壌消毒有区 ,種球大区,種球消毒有

区及び土壌改良有区で,地上部の生育がすべての形質にお

いて勝 り,黄化症の発生では,それぞれ 186,221,107
及び67%少 なく,また 8当たり球茎収量では382,589,

276及び46%増加した。従って 土壌消毒 と土壌改良を
実施した圃場に種球消毒をした大玉を植付けることにより,

黄イヒ症の発生を軽減 し,球茎収量を増加させることができ

るものと考えられた。
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